
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

担

当

課

（

室

）

○

〃

〃

目

次

○

〃

〃

【

規

則

】

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

マ

ン

シ

ョ

ン

の

建

替

え

等

の

円

滑

化

に

関

す

る

建

築

指

導

課

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

法

律

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

令

和

四

年

度

自

衛

官

第

一

次

募

集

（

一

般

曹

候

危

機

管

理

課

○

第

五

百

三

十

五

回

岡

山

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

海

区

漁

業

調

整

委

員

補

生

）

の

開

催

会

【

公

安

委

員

会

】

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

環

境

管

理

課

請

○

岡

山

県

警

察

組

織

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

警

務

課

○

特

定

施

設

の

構

造

等

変

更

許

可

申

請

〃

則

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

拡

声

機

等

に

よ

る

暴

騒

音

規

制

条

例

に

基

づ

く

生

活

環

境

課

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

地

域

の

指

定

の

一

部

改

正

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

治

山

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

発

生

の

た

め

の

同

意

の

認

水

産

課

定

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

【

公

告

】

○

土

地

改

良

事

業

計

画

の

変

更

認

可

申

請

の

縦

覧

耕

地

課

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

退

任

届

〃

○

県

営

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

〃

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
十
二
号

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
二

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
百
二
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

省
令
第
四
十
九
条
第
二
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
が
法
第
百
二
条

第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
又
は

同
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

と
し
て
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
又
は
書
面
と
す
る
。

第
三
条
中
「
岡
山
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
十
二

」

「

」

、

条
第
一
項
第
一
号
の
表
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る

を

次
に
掲
げ
る

に
改
め

同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

岡
山
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
十
二
条
第
一

項
第
一
号
の
表
に
掲
げ
る
図
書

二

法
第
百
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
通
知
書
の
写
し
並
び
に
省
令
第
四
十
九
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
申
請
書
に
添
え
た
書
類
の
う
ち
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
又
は
書
面

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
又
は
書
面

第
六
条
中
「

知
事
が
別
に
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く

」
を
削
る
。

（

。
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
四
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
一
般
曹
候
補
生
の
令
和
四
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

一
般
曹
候
補
生

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
（
三
十
二

歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る

）
。

で
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

１

令
和
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
十
日
ま
で

２

令
和
四
年
度
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

１
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
と
す
る
。

四

採
用
試
験
種
目

１

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

令
和
四
年
五
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

２

第
二
次
試
験

令
和
四
年
六
月
十
八
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

七

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（１）

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
）

（２）

岡
山
商
工
会
議
所
（
岡
山
市
北
区
厚
生
町
）

（３）
２

第
二
次
試
験

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

（１）

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（２）

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原
）

（３）
３

右
記
に
つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

八

採
用
予
定
時
期

１

令
和
五
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

２

右
記
の
ほ
か
に
設
定
す
る
場
合
が
あ
る
。

九

そ
の
他

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
/
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
五
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

株
式
会
社
天
満
屋
ス
ポ

ツ
パ

ト
ナ

ズ
ー

ー
ー

住
所

岡
山
県
玉
野
市
下
山
坂

番
地

1
3
4
5

氏
名

代
表
取
締
役

川
野
日
出
生

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
東
児
が
丘
マ
リ
ン
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
下
山
坂

番
地

1
3
4
5
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 変 更 前 変 更 後 廃 止

66の３－ハ 66の３－ハ 66の３－ハ 66の３－イ
66の３－ハ旅館業の用に供する入 旅館業の用に供する入 旅館業の用に供する入 旅館業の用に供するち

種 類 旅館業の用に供する入浴施設（ロッジ１階 浴施設（ロッジ１階 浴施設（ロッジ２階 ゆう房施設（ロッジ厨
浴施設

101号室） 102～111号室） 201～202号室） 房）

能 力 420Ｌ 220Ｌ×12基 600Ｌ×10基 710Ｌ×２基 30食／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 断続20時間 同左 同左 同左 断続７時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.5 1.0 5 6 7 10 1.6 2 2 3
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 20 30 200 300
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 20 30 200 300

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 30 40 250 300
同左 同左 同左

油 分（㎎／Ｌ） 3 5 30 40

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 15 20 30 40

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 2 4 15 20

大腸菌群数（個／㎤） － － － －

備考１ 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

備考２ 特定施設から排出される汚水等の水量は，各特定施設からの排水量の合計を示す。

(4) 汚水等の処理施設に関する事項
なし
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 雨水（Ｎｏ．１～６）

新 設
区 分

通 常 最 大

水 量（㎥／日） 0 0

ｐ Ｈ －

ＢＯＤ（mg／Ｌ） － －

ＣＯＤ（mg／Ｌ） － －

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） － －

油 分（mg／Ｌ） － －

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） － －

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） － －

大腸菌群数（個／㎤） － －

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和４年３月４日から同月25日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
六
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

満
栄
工
業
株
式
会
社

1
5
9
7

住
所

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
加
茂

氏
名

代
表
取
締
役

前
田

貴
広

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
満
栄
工
業
株
式
会
社

1
5
9
7

所
在
地

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
加
茂
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後 廃 止

27－ル 27－イ
27－ニ

無機化学工業製品製造 無機化学工業製品製造
無機化学工業製品製造

業の用に供する湿式集 業の用に供するろ過施
種 類 業の用に供する活性炭 同左 同左

じん施設（Ａ－２） 設（Ａ－４、Ａ－５）の製造施設のうち、洗
浄施設（Ａ－３）

Ａ－４：3.7㎥／ｈ能 力 ６t／日 同左 40㎥／min 同左
Ａ－５：3.6㎥／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － － － － －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － － － － －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － － － － －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 199.6 299.6 172 270 0.4 0.4 0.1 0.1 24 24
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 1.5～5.0 3.0～4.0 6.0～8.0
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 3 10 12 20 5 15
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 5 10 同左 15 40 15 40

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 20 50 250 500 5 10
同左

油 分（㎎／Ｌ） 0.5未満 － 0.5未満 － 0.5未満 －

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 0.5 5 20 30 10 20 0.5 2

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 20 30 0.5 5 0.5 2 10 20

大腸菌群数（個／㎤） － － － － － － － －

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区分 変 更 前 変 更 後

工場又は事業場における施設番号 排水処理施設 同左

種類 排水処理施設 同左

構造 コンクリート槽，鋼材 同左

2.5ｍ×2.4ｍ×1.9ｍ×５槽
主要寸法 1.5ｍ×2.0ｍ×1.6ｍ 同左

φ2.5ｍ×4ｍ

能力 345㎥／日 同左

処理の方法 中和＋凝集沈殿 同左

工事着手予定年月日 － 同左

工事完成予定年月日 － 同左

使用開始予定年月日 － 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（mg／Ｌ） 242.68 342.68 242.68 342.68 214.66 312.66 214.66 312.66
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 1.5～5.0 5.8～8.6 1.5～5.0 5.8～8.6
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 30 50 2 10 30 50 2 10

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 70 80 5 10 70 80 5 10

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 120 150 5 10 120 150 5 10

油 分（mg／Ｌ） 0.5未満 － 0.5未満 － 0.5未満 － 0.5未満 －

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 25 70 25 70 25 70 25 70

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.5 5 0.5 2 0.5 5 0.5 2

大腸菌群数（個／㎤） － 0 － 4 － 0 － 4
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｎｏ．Ａ Ｎｏ．Ｂ' Ｎｏ．Ｃ～Ｅ

変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後 新 設
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 242.7 342.7 214.66 312.66 0 0 2.8 2.8 0 0

ｐ Ｈ 5.8～8.6 － 5.8～8.6 －

ＢＯＤ（mg／Ｌ） 3 10 － － 20 20 － －

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 5 10 － － 30 30 － －

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 5 10 － － 15 15 － －
同左

油 分（mg／Ｌ） 0.5未満 1 － － 0.5未満 1 － －

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 25 100 － － 20 20 － －

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.5 3 － － 5 5 － －

大腸菌群数（個／㎤） 0 4 － － 3,000未満 － － －

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和４年３月４日から同月25日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び吉備中央町役場
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
七
号 

 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

令
和
四
年
三
月
四
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

和
の
音
色 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二
―
七
―
三
四 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

合
同
会
社
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二
―
七
―
三
四 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
三
月
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
〇
四
〇
一
五
四
三 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
八
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所 

光
憂
庵 

  

２  

所
在
地 

高
梁
市
成
羽
町
下
原
二
四
九
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

社
会
福
祉
法
人
光
優
会 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

総
社
市
日
羽
四
五
四
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
三
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
九
〇
〇
二
八
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
黒
尾
字
追
分
八
五
五
か
ら
八
五
八
ま
で
、
八
五
九
の
一
、
八
五
九
の
二
、
八
六
〇
の
一
か

、

、

、

、

ら
八
六
〇
の
四
ま
で

八
六
一
の
一
か
ら
八
六
一
の
四
ま
で

八
六
二
か
ら
八
六
七
ま
で

八
六
九

八
七
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
追
分
八
六
〇
の
一
・
八
六
〇
の
二
・
八
六
一
の
一
・
八
六
二
か
ら
八
六
六
ま
で
（
以
上
八

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総
社
市
役
所
に
備

「

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
た
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

加
入
区
の
名
称

岡
山
加
入
区
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

七
曲
井
原
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

井
原
市
高
屋
町
字
御
室
二
一
七
六
番
三
地
先
か

ら

新

一
四
五
・
〇

井
原
市
高
屋
町
字
御
室
二
一
八
七
番
四
地
先
を

五
・
八
～

経
て

二
〇
・
〇

井
原
市
高
屋
町
字
宮
ノ
元
二
一
九
三
番
地
先
ま

で井
原
市
高
屋
町
字
御
室
二
一
七
六
番
三
地
先
か

一
五
四
・
〇

ら

五
・
八
～

井
原
市
高
屋
町
字
宮
ノ
元
二
一
九
三
番
地
先
ま

一
三
・
〇

で井
原
市
高
屋
町
字
御
室
二
一
七
六
番
三
地
先
か

旧

ら

一
四
五
・
〇

井
原
市
高
屋
町
字
御
室
二
一
八
七
番
四
地
先
を

五
・
八
～

経
て

二
〇
・
〇

井
原
市
高
屋
町
字
宮
ノ
元
二
一
九
三
番
地
先
ま

で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

下
原
船
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
一

五
二
五
・
〇

一
地
先
か
ら

七
・
〇
～

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
七
地

一
〇
・
五

先
ま
で
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倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
一

新

一
地
先
か
ら

四
八
六
・
八

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
九

六
・
二
～

地
先
を
経
て

九
・
五

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
七
地

先
ま
で

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
一

旧

五
二
五
・
〇

一
地
先
か
ら

七
・
〇
～

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
七
地

一
〇
・
五

先
ま
で
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〔
八
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

高
崎
土
地
改
良
区

二

地
区
名

流
幹
川
上
（
農
地
耕
作
条
件
改
善
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
事
業
）

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

計
画
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
書

土
地
改
良
区
定
款

事
業
変
更
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

年
三

か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で

令
和
四

月
四
日

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



〔
八
四
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

福
井
土
地
改
良
区

二

退
任
清
算
人

退
任
清
算
人
氏
名

住

所

小
原

和
三

津
山
市
福
井
一
一
三
三

竹
内

靖
人

〃

〃

一
一
八
三
ー
一

竹
内

國
夫

〃

〃

一
〇
〇
四
ー
一

早
瀨

博
之

〃

〃

九
五
三

児
島

悟

〃

〃

七
八
一
ー
一

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



〔
八
五
〕
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

地

区

名

工

種

完
了
年
月
日

和
気
（
杉
平
用
排
水
路
）

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

令
和
二

・

三
・
二
三

〃

（
宇
生
用
水
路
）

〃

令
和
元

・
一
二
・
二
〇

〃

（
塩
田
取
水
施
設
）

〃

平
成
三
一
・

三
・
一
九

〃

（
梶
井
頭
首
工
）

〃

平
成
二
六
・

三
・
二
八

〃

（
坂
本
排
水
機
場
）

農

地

防

災

令
和
二

・

三
・
一
七

〃

（
大
田
原
排
水
機
場
）

〃

平
成
二
八
・

二
・
二
五

〃

（
大
畑
・
陰
平
農
道
）

農

道

整

備

平
成
三
〇
・

三
・
二
六

〃

（
本
農
道
）

〃

令
和
二

・

三
・
一
七

〃

（
大
谷
下
池
）

農

地

防

災

令
和
二

・

三
・
二
三

大

谷

池

た

め

池

令
和
三

・
一
〇
・
二
五

今

井

池

〃

令
和
二

・
一
一
・
三
〇

池

田

池

〃

令
和
二

・
一
一
・
三
〇

柵
原
（
松
川
池
）

〃

平
成
三
〇
・
一
二
・
一
八

〃

（
樫
本
池
）

〃

令
和
二

・

五
・
二
九

〃

（
広
高
下
池
）

〃

令
和
二

・

五
・
二
九

〃

（
谷
河
内
池
）

〃

平
成
三
一
・

三
・
一
五

勝

英

第

四

農
業
用
用
排
水
施
設

令
和
二

・

五
・
二
八

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



〔
八
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
見
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ

っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

新
見
市
金
谷
地
域 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
現
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
二
月
十
八
日 

終

了

年

月

日 

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



〔
八
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
西
鷺
瀬
四
二
八

一
二

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
島
七
六
八

四
ボ
ン
ヌ
ー
ル
・
ラ
パ
ン
二
〇
二
号
室

－

井
上

正
男

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
七
号

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



〔
八
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
三
因
字
北
山
西
九
五
九

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
三
丁
目
七

一
〇
五
楠
小
路
Ｃ
棟
一
〇
二

－

片
山

彪
志

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
二
月
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
三
八
号

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



〔
八
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
鷺
瀬
一
〇
〇

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
安
江
五
五
二

一
カ
ー
サ
ド
ル
チ
ェ
二
〇
二

－

淺
原

健
太

淺
原

巴
菜

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
一
号

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
二
号 

 

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

 

表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中 

  

    

    

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
亜

館 特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
気

え
ん
じ
ゅ
の
里 

 特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
亜

館 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
九
六

二
―
一
一 

和
気
郡
和
気
町
衣
笠
八
三
四

―
一 

 都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
九
六

二
―
一
一 

  
 

 

 

「 「 

を に
改
め
る
。 

」 」 

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
二
号

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
五
百
三
十
五
回
岡
山
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

令
和
四
年
三
月
十
五
日
（
火
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
六
番
四
一
号

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
三
二

〇
五
一
一

－

三

議
題

第
一
号
議
案

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
の
設
定
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

水
産
動
物
の
種
苗
の
生
産
及
び
放
流
並
び
に
水
産
動
物
の
育
成
に
関
す
る
基
本
計

画
（
第
八
次
岡
山
県
栽
培
漁
業
基
本
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

令和４年３月４日　岡山県公報　第１２３７５号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
イ
中
「
子
ど
も
女
性
安
全
対
策
課
」
を
「
人
身
安
全
対
策
課
」
に
改
め
、
同
号
エ
中

「
生
活
環
境
課
」
を
「
生
活
安
全
捜
査
課
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
十
一
号
中
「
捜
査
第
二
課
」
を
「
組
織
犯
罪
対
策
第
一
課
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五

号
中
「
航
空
隊
」
を
「
警
衛
警
備
対
策
室
及
び
航
空
隊
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
総
務
統
括
官
」
の
下
に
「
、
組
織
犯
罪
対
策
統
括
官
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

刑
事
部
に
組
織
犯
罪
対
策
統
括
官
を
置
く
。

第
七
条
第
五
号
中
「
及
び
企
画
」
を
「
、
企
画
及
び
政
策
の
評
価
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号

、

「

」

「

」

、「

」

「

」

ず
つ
繰
り
上
げ

同
条
第
二
項
中

前
項
第
三
号

を

前
項
第
二
号

に

第
六
号

を

第
五
号

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改

め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
子
ど
も
女
性
安
全
対
策
課
」
を
「
人
身
安
全
対
策
課
」
に
改
め
、
同

項
第
六
号
中
「
組
織
犯
罪
対
策
第
一
課
」
を
「
組
織
犯
罪
対
策
第
二
課
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
を

削
る
。

（

。
）

「

」

「

」

、

第
十
六
条

見
出
し
を
含
む

中

子
ど
も
女
性
安
全
対
策
課

を

人
身
安
全
対
策
課

に
改
め

同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

私
事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

百
二
十
六
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号

を
第
七
号
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
号
か
ら
第
八
号
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条

見
出
し
を
含
む

中

生
活
環
境
課

を

生
活
安
全
捜
査
課

に
改
め

同
条
第
六

（

。
）

「

」

「

」

、

号
中

第
四
号

を

前
号

に

特
別
法
令
違
反
の
取
締
り

を

生
活
安
全
部
が
所
管
す
る
法
令

「

」

「

」

、「

」

「

違
反
の
捜
査
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
六
号
と

し
、
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

拡
声
機
等
に
よ
る
暴
騒
音
規
制
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
十
四
号
）
の
施
行
に
関

す
る
こ
と
（
他
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

。
。
）

第
十
八
条
中
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中

関
す
る
こ
と

の
下
に

組
織
犯
罪
対
策
第
一
課
の
所
掌
に
属
す

「

」

「
（

る
も
の
を
除
く

」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

。
）

第
二
十
七
条
第
二
号
中

組
織
犯
罪
対
策
第
二
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

を
削
り

同

「
（

。
）
」

、

条
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

知
能
犯
罪
の
捜
査
に
関
す
る
こ
と
（
特
殊
詐
欺
事
件
の
捜
査
に
関
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

五

暴
力
団
に
係
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

六

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
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施
行
に
関
す
る
こ
と
。

七

暴
力
団
排
除
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
殊
詐
欺
事
件
捜
査
室
に
お
い
て
は
、
前
項
第
四
号
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
二
十
八
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

国
際
捜
査
共
助
に
関
す
る
こ
と
。

二

通
訳
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

三

薬
物
及
び
銃
器
に
関
す
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

四

薬
物
乱
用
防
止
対
策
及
び
銃
器
総
合
対
策
に
係
る
行
政
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
条
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

警
衛
警
備
対
策
室
に
お
い
て
は
、
前
項
第
七
号
（
警
衛
に
関
す
る
も
の
に
限
る

）
の
事
務
を
つ

。

か
さ
ど
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
三
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号

昭
和
五
十
九
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
十
八
号
（
拡
声
機
等
に
よ
る
暴
騒
音
規
制
条
例
に
基

づ
く
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
三
月
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

「
生
活
環
境
課
」
を
「
生
活
安
全
捜
査
課
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
三
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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